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平成３０年１０月２９日亀岡市教育委員会会議録 

 

 

１ 開会  午後 １時１５分 

閉会  午後 ２時０５分 

 

２ 出席委員 

  田 中  教育長 

  関    教育長職務代理者 

  吉 岡  委 員 

江 口  委 員 

     北 村  委 員 

 

３ 欠席委員 

     な し 

 

４ 出席事務局職員 

     山 本  教 育 部 長 

     和 田  次長兼総括指導主事 

  片 山  教育総務課長 

  土 岐  学校教育課長 

大 西  社会教育課長 

亀 井  社会教育課人権教育担当課長 

    平 田  学校給食センター所長 

    海老原  教育研究所長 

    加 藤  教育総務課総務係長 

 

５ 傍聴者 

０名 

 

６ 議事の大要 

（１）開会 

○教育長が開会を宣言。 

 

（２）前回会議録の承認 

平成３０年９月２５日に開催した定例会の会議録について承認した。 
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（３）教育長からの報告 

 ○教育長から以下の報告があった。 

 

◎亀岡市関係 

・秋の交通安全街頭啓発が市内各地で行われ交通安全の啓発を行った。 

・ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」の決定を受け、市内各種団体等で構成する

亀岡市実行委員会が設立され、ドラマ館の設置を含む観光振興や情報発信等

に取り組むこととなった。 

・市議会定例会９月議会が休会した。１１月末頃から１２月議会が再開される

予定である。 

・第２５回花づくりコンクール受賞者の表彰式が行われた。今回は、市立の小・

中・義務教育学校全校が参加し、詳徳中学校が市長賞を受賞し、他にも複数

校が受賞した。 

・市自治委員会議が開催され、地域学校協働活動事業について、説明と協力要

請を行った。 

・学校給食に係る配送委託業者選定委員会を開催し、平成３１年度からの委託

業者の選定を進めていくこととした。 

・市立幼稚園運動会が行われ、多数の来賓、保護者、地域住民の参加を得て子

どもたちが練習の成果を発揮した。 

・那須与一堂の維持保存に向けた取組の３回目として亀岡歴史講談会が開催さ

れ出席した。 

・第１回「光秀ゆかりのまち亀岡 俳句大賞」が設けられ、広く市民から募集

をされる。小中学生の部に市立の学校の児童生徒に参加するよう学校を通じ

て広報した。 

・詳徳中学校生徒が育てたコスモスを市長と教育長に贈呈をするため訪問を受

け、コスモスを受けとった。 

・東輝中学校生徒がジュニアオリンピック１１０ｍハードルに出場し６位入賞

したことの報告を受けた。 

・亀岡商業組合から学校施設整備の充実のため寄附をいただいた。空調設備の

整備に充てたいと考えている。 

・大阪北部によるブロック塀の倒壊を受け、市立学校３校で通学路等に面した

ブロック塀を撤去し、鋼製フェンスを設置した。保津小学校でその際に設け

た植栽枡に市長や児童とともに芝桜を植栽した。 

・市議会が中学生議会を開会して質問を受け、市が答弁した。教育環境に係る

質問が多く出されたが、中には社会的課題である事項も含まれており、生徒

の関心の高さが印象的であった。質問事項に係る対応を検討したい。 
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◎国・府等の関係  

・京都府都市教育長協議会が、本年４月にリニューアルされた舞鶴引揚記念館

で開催され出席し、府内の教育に関する協議・意見交換を行った。 

・近畿都市教育長協議会が和歌山市で開催され草津市、三田市の実践発表が行

われた。地域間による児童生徒数の増減や人口増から減に転じ若い世代の転

出等が課題とされた。 

 

 

○教育長報告を受けて、委員から次の質問・意見があった。 

 

委 員 大河ドラマ館の設置が計画されているようであるが、場所は決定して

いるのか。 

教育長 実行委員会の中にドラマ館部会が設けられており、そこではガレリ 

アかめおかが最適地であるとされており、今後、実行委員会での検討

を経て決定される予定である。 

 

（４）報告事項 

 

 ①学校規模適正化について 

 ②口丹波中学校駅伝競走大会の結果について 

③亀岡市小学生駅伝（持久走）大会の開催について 

④南丹地区小学校駅伝競走大会「京都丹波キッズふれあい駅伝」 

 の開催について 

⑤平成３０年１１月・１２月教職員研修について 

 

 

○教育長報告及び各課長等からの報告を受けて、委員から次の質問・意見があ

った。 

 

＜学校規模適正化について＞ 

 委 員 選択が可能となる学年の児童・保護者への意向確認はいつごろか。 

 事務局 前年度の７月に調書を配付し、９月に提出してもらう予定で考えて

いる。 

 委 員 一度だけで決定するのか。 

 事務局 家庭での検討期間も含め夏休み期間を含めている。 

     実施年度である平成３２年４月の学校の態勢や教育環境の整備を行

うためにもこの時期が適切と考えている。 

 委 員 検討機会を複数回設けるなど、柔軟に対応することが必要と考える

がどうか。 

 事務局 今後、詳細な方法を検討したい。 
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（５）その他 

   ○文化資料館第６４回企画展「かめおかを巡る－巡礼札所からファイン

ダー聖地まで」について 

   ○かめおかっこ 夢・未来 読書フェスティバルについて 

   

次回の定例教育委員会は、１１月２７日に開催することとした。 

 

（６）閉会   

   ○教育長が閉会を宣言 

                               以  上 

 


